













































































いっても、その行使 は立法が要請され、そこに安全保障法 必要性をみるこ になる。
学問分野となる以上、その意義や目的、なによりもそれがカバー る法体系、そして原理を明確にしなければな

































































































































































































































































































































































訴訟になり得る。そ 際、裁判所が安全保障法に関与し く ことになり、司法権は安全保障の権限を語 こととなる。ただ、
裁判所は大統領に委譲する（
defer ）のが通例で、司法権は大きな役割を期待されていない。もっとも、







































の破壊活動や国外からの攻撃 よ 暴力的な転覆から政府を防衛する政府の能力にかかわるのを核とし、広く国内外の国家利益に仕えるよう効果的 機能する政府の能力を包含すると観念する おおよそ政府機能は安全保障にかかわるが、ここでは本質的に規制的な機能に着目して、以下の三点 扱っているのは、安全保障法学 論点を示している。第一に、安全保障の誇張された脅威（
ExaggeratedFearsfortheN
ationalSecurity ）と題して、言論や結社

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































法」 、第三章「条約及びその他の国際取極め」 第四章「戦争 」 、第五章「予算権（
pow
erofthepurse ） 」 、第六















































































































































れにはマクロレベルとミクロレヴェルの両面があろう。前者は戦争を始める法のメカニズムであり、誰が如何なる場合に戦争を開始できるのかといった実体と、どのように戦争 遂行し終結させていくかの手続の両面がある。そしてそれぞれに憲 と国際 両方がかかわる。ミクロレヴェルは戦争の仕方に関し ある。ジュネーブ条約をはじめとする国際人道法とそれをアメリカの軍隊 反映させるアメリカ 軍法、主 統一軍事法典である。
安全保障法と区別する意味で、軍法の概念をここで明確にしておく必要があろう。狭義には、独自のコミュニテ


















































































































































































保障という憲法の価値原理に根差した き、それに固有の法体系を構築させる意義 十分に汲み取れる。極言すれば、安全保障法は安全保障の利益の実現と維持に関する法といえ 。
その前提は、安全保障は法をツールとしているとの原理である。法律を執 する部分もあるが、その法律とは政

















り続けてい と主張することはできな しかし、われわれはあらゆる重要な問題についてバランスのとれた見解を提起するように奮闘してきた。なぜならば、書 れた言葉の説得力を真剣にとらえている である。安全保障はあまりに重要すぎて、 「保守的」でも「自由主義的」でも任せておくことはできない。良 法的分析もまた然りである」 。こうした見解を共有することから 安全保障法学は立ち上げられなければなるまい。
安全保障が立憲国家にとって第一 責務 あると考えたとき、日本国憲法下ではその体系的な法分析がなされて
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































nited States, 323 U
.S. 214, 223(1944).　「国の安全保障より強固な政府利益はないのは明らかで、議論の余
地がない（














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































een the president ’s L
aw
yers and the m
ilitary ’s, Slate com
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